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Ⅵ危1sh変換を用いた電力価格データの分析  
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データの解析においてWalsb解析はFburier解析の  

場合と同様に基本的にはスペクトル分解とその合成、  
共分散関数および離散ろ波（デジタルフィルタリング）  

等により構成される。したがってⅥね1sb解析は、方法  
として通常のFourier解析と共通点が多い。しかし、  
それぞれの解析のもとになる関数の性質には大きな相  

違が見られる。Fburier解析では滑らかな関数（指数関  
数、三角関数）を用いるのに対して、Walsb関数は2  

値のみをその値をしてとる第1種不連続点をもつ区分  

的に連続的な関数である。以下ではⅥ胤sb解析を電  
力価格データに適用し、その結果と恥urier解析を適  
用した結果とを比較することによりWalsb解析の有  

効性を検討する。  

図2．1：変換前のデータ例  
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電力価格データにWalsh変換とfbwier変換を用  

いたデジタルフィルターを適用する。本研究で用い  

るデータは米PJM市場（ペンシルバニア州、ニュー  

ジャージー州、メリーランド州などにまたがる電力取  

引市場）での電力価格（1997年4月1日～2003年3月  

31日）である。  

図2．2：fburier変換後のデータ例  
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2。乱 24時間デ日歩の分析   

電力価格データはその日のPeak価格から平常時と  

高需要時の2種類に分けられる。   

（i）平常時  

fburier解析の結果より  

。元のグラフを滑らかに近似したグラフであ  

る。  

図2．3：Walsh変換後のデータ例   
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Walsh解析の結果より  

・24時間の時間的変化は1時から8時、9時  

から16時、17暗から24時の3段階に区分  

されていることが分かる。  

・季節別に価格を見ると春季、秋季は昼間が  

高く、夏季は昼間と夜間が同程度であり、冬  

季は夜間が高い。つまり各結果を1年を通  

して観察すると四季による変化と考えられ  

る特徴を抽出することができる。   

（ii）高需要時  
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図2．6：Walsb変換後のデータ例  

17時から20時、21時から24時の6段階に  

区分されていることが分かる。  

13時から20時で価格が高くなる。  

3 まとめ   

本研究では電力価格データの解析に関してFouier  

解析の結果に比べWalsh解析の結果から時間的な変  

化や季節的な変化といった明らかな特徴を抽出するこ  

とができた。  
図2．4：変換前のデータ例  
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図2．5：Fourier変換後のデータ例  

fburier解析の結果より   

・元のグラフを滑らかに近似したグラフであ  

る。   

Walsh解析の結果より   

・24時間の時間的変化は1時から4時、5時  

から8時、9時から12時、13時から16時、  
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